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以下の問１～問３に答えなさい．  
 
問１．世界人口は過去 120 年間で約 4.7 倍と激増したが，この増加に大いに貢献したのが新品種

の開発を基軸とした食糧生産技術の発展である．メンデルの遺伝法則が再発見された 1900
年以降における遺伝研究や品種改良が食糧生産の向上に貢献した事例を 2 つ挙げ，それぞれ

具体的に説明しなさい． 
 
 
問２．遺伝子の働きと DNA 配列変異に関する次の問いに答えなさい．なお，この場合の遺伝子

の働きとは，遺伝子発現のしかたや，つくられるタンパク質の機能のことである． 
１．遺伝子の働きに影響を及ぼすことが知られている配列変異をできるだけ多く挙げなさい．

それぞれの変異が遺伝子の働きに及ぼす影響についても具体的に説明すること． 
２．変異型の対立遺伝子と野生型の対立遺伝子の識別に有効な DNA マーカーを挙げ，その

特徴を説明しなさい． 
 
 
問３．出穂期や収量性，病害抵抗性など重要な農業形質に関わる遺伝領域を同定するための解析

手法である QTL マッピングについて，その手順や方法を説明しなさい．本設問では，自殖

性作物種であるイネを対象に，病害抵抗性を制御する遺伝領域を同定することを想定します．

その際，「連鎖地図」，「交雑」，「DNA マーカー」，「多型」，「表現型」というキーワードを必

ず使用すること． 
 
 
 


